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② 底 質 

事業対象範囲周辺の底質分布図を以下に示す。 

事業対象範囲周辺における底質は、護岸の直下～沖合 10m 付近は捨石、沖合 40m～60m 付近の澪筋部は

シルトや砂混じりのシルトの底質が分布する。それより沖側は細砂が広域に分布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 海生生物 

1) 海生生物相 

ベルトトランセクト法による海底観察では、夏季は 32 科 43 種、秋季は 24 科 30 種が確認された。

採取分析では、夏季は 59 科 84 種が確認された。（調査結果の詳細は、巻末資料に示す。） 

   また、海底観察結果より整理した事業対象範囲周辺の生物生息状況を次頁以降に示す。 

図   事業対象範囲周辺の底質分布図 

現地調査結果及び以下の既往調査結果より作成 

資料 1）平成 18 年度三番瀬海生生物現況調査（底生生物及び海域環境）報告書、平成 19 年 3 月、 
千葉県・株式会社東京久栄 

資料 2）環境影響評価に伴う調査業務委託報告書、平成 21 年 3 月、市川市・株式会社パスコ 

底質の凡例 

シルト     

砂混じりシルト 

細 砂     

捨 石     

事業対象範囲 L=約 600m 

護岸部付近 【底質】 捨石 

澪筋部付近 【底質】 シルト、砂混じりシルト 

還元状態の海底  
（硫黄細菌マットが形成されている）

護岸上から直下を望む 

沖合 【底質】 細砂 
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測線 SL-1 におけるベルトトランセクト法による海底観察結果 

（夏季：7 月，秋季：10 月，離岸距離 0～350m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測線 SL-1，夏 季 

(離岸距離 0～350m) 

海底上は、9 月中旬から下旬にかけて発生した青潮の影響により斃死したと考えられるアサリ、シオフキ、バカガイ等の二枚貝類の貝殻で被われている。
生貝はホンビノスガイ、サルボウガイが少数確認された。その他の底生生物についても夏季に比較して大幅に減少した。 

50m 地点(澪筋底部) 
硫黄細菌マットが形成されている 

(白い部分) 

100m 地点，細砂が広がる 220m 地点，シオフキガイ 350m 地点，カガミガイ 

護岸直下と澪筋部を除き、海底上は細砂が広がる。底生動物はアサリが大量に生息している状況が確認された。この他にバカガイ、シオフキガイ等の砂質
を生息場とする二枚貝類が多数生息している。澪筋部はシルトが堆積し底生動物の生息はほとんどみられない。嫌気性の硫黄細菌によるマットの形成が
みられる。 

測線 SL-1，秋 季 

(離岸距離 0～350m) 

ア サ リ 等 の 死

40m 地点(澪筋底部) 
硫黄細菌マット 

100m 地点の状況 
海底は貝殻に被われる

海底は浮泥と貝殻に被われる。底生生物は夏季に比べて大幅に減少した。 

100m 地点 340m 地点290m 地点 

中潮帯の状況 
鋼矢板。タマキビガイ、イワ
フジツボ等が生息する。 

護岸直下(低潮帯)の状況 
捨石のマウンド。潮間帯生
物はほとんどみられない 
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測線 SL-1 におけるベルトトランセクト法による海底観察結果 

（夏季：7 月，秋季：10 月，離岸距離 350～700m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海底上は、9 月中旬から下旬にかけて発生した青潮の影響により斃死したと考えられるアサリ、シオフキ、バカガイ等の二枚貝類の貝殻で被われている。 
生貝はホンビノスガイ、サルボウガイが少数確認された。その他の底生生物についても夏季に比較して大幅に減少した。 

海底上は細砂が広がる。底生動物はアサリが大量に生息している状況が確認された。この他にバカガイ、シオフキガイ等の砂質を生息場とする二枚貝類が多数生息している。 

390m 地点で確認されたアマモ。
周辺域での確認は、この株の
み。 

400m 地点の状況。底質は細砂 
アサリ等が多数生息する。 

アカニシ(490m 地点) カガミガイとアサリ(620m 地点) アサリ(650m 地点) 

390m 地点 500m 地点 600m 地点 

700m 地点 

海底は浮泥と貝殻に被われる。底生生物は夏季に比べて大幅に減少した。 

測線 SL-1，夏 季 
(離岸距離 350～700m) 

測線 SL-1，秋 季 

(離岸距離 350～700m) 
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測線 SL-2 におけるベルトトランセクト法による海底観察結果 

（夏季：7 月，秋季：10 月，離岸距離 0～350m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測線 SL-1 と同様に護岸直下と澪筋部を除き、海底上は細砂が広がる。底生動物はアサリが大量に生息している状況が確認さ
れた。この他にバカガイ、シオフキガイ等の砂質を生息場とする二枚貝類が多数生息している。澪筋部はシルトが堆積し底生動
物の生息はほとんどみられない。(ホンビノスガイを 1 個体のみ確認) 

10m 地点，砂地に捨石が分布 
写真はイソギンチャク類 

100m 地点，底質は細砂 
アサリとホンビノスガイ 

50m 地点 
(澪筋底部)

190m 地点，底質は細砂 
アサリとカガミガイ 

320m 地点，底質は細砂，アサリ、サルボウガイ等

中潮帯の状況 
鋼矢板と基部の捨石。マガキ
が付着。 

低潮帯の状況 
捨石のマウンド。マガキが付着。 

海底上は、9 月中旬から下旬にかけて発生した青潮の影響により斃死したと考えられるアサリ、シオフキ、バカガイ等の二枚貝類の貝殻で被われている。
生貝はホンビノスガイが少数確認された。その他の底生生物についても夏季に比較して大幅に減少した。 

澪筋底部の状況 
硫黄細菌マットが広がる。 

40m 地点 
(澪筋底部) 

50m 地点 
(澪筋底部)

10m 地点の状況 
底生生物はほとんど
みられない 

海底は浮泥と貝殻に被われる。底生生物は夏季に比べて大幅に減少した。 

200m 地点 300m 地点 

測線 SL-2，夏 季 
(離岸距離 0～350m) 

測線 SL-2，秋 季 

(離岸距離 0～350m) 
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測線 SL-2 におけるベルトトランセクト法による海底観察結果 

（夏季：7 月，秋季：10 月，離岸距離 350～700m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測線 SL-2，夏 季 
(離岸距離 350～700m) 

測線 SL-2，秋 季 

(離岸距離 350～700m) 

海底上は、9 月中旬から下旬にかけて発生した青潮の影響により斃死したと考えられるアサリ、シオフキ、バカガイ等の二枚貝類の貝殻で被われている。 
生貝はホンビノスガイ、サルボウガイが少数確認された。その他の底生生物についても夏季に比較して大幅に減少した。 

海底上は細砂が広がる。底生動物はアサリが大量に生息している状況が確認された。この他にバカガイ、シオフキガイ等の砂質を生息場とする二枚貝類が多数生息している。 

380m 地点，アサリ 400m 地点の状況 
細砂が広がる 

530m 地点，バカガイ 600m 地点，バカガイ 700m 地点，アサリ 

400m 地点 500m 地点 540m 地点，ホンビノスガイ 600m 地点 

700m 地点

海底は浮泥と貝殻に被われる。底生生物は夏季に比べて大幅に減少した。 
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2) 重要種の確認状況 

現地調査及び既往調査資料による事業対象範囲周辺における重要種の確認状況を以下に示す。 

現地調査※では、重要種として動物が 3 種（アカニシ、オオノガイ、マメコブシガニ）、植物が 1 種（ア

マモ）確認された。確認された重要種は全て夏季調査による結果である。（※夏季調査（目視観察と採取分

析結果）と秋季調査（目視観察）の結果より） 

重要種の選定基準別では、環境省レッドリスト掲載種が 1 種、千葉県レッドリスト掲載種が 2 種、WWF 

Japan Sciense Repor の掲載種は 2 種である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、本海域において経年的に確認されている重要種としてはオオノガイ、マメコブシガニがあり、そ

の他の種は確認回数 1 回と少ない。 

 

 

 

現地調査

平成22年度調査 平成20年度調査
注2）

平成18年度調査
注3）

（沖合0m～700m）
南行徳漁港の前面
（沖合0m～600m）

塩浜1丁目(広域)の前面
（沖合0m～700m）

軟体動物 ミズゴマツボ ウミゴマツボ － － 絶滅寸前 ○
平成18年度調査では、沖合100mの細砂域において1回確
認されている。

アクキガイ アカニシ － － 危険 ○
平成22年度調査では、測線SL-1の護岸近く（沖合10m、
30m）、沖合490mの細砂域、測線SL-2の沖合490m、540m
の細砂域で確認されている。

イトカケガイ クレハガイ － － 希少 ○
平成18年度調査では、沖合400mの細砂域において1回確
認されている。

トウガタガイ ヨコイトカケギリ － － 危険 ○
平成18年度調査では、沖合200mの細砂域で確認されてい
る。

オオノガイ オオノガイ － － 危険 ○ ○ ○

経年的に確認されている。
平成18年度調査では、沖合400m、600mの細砂域で確認さ
れている。
平成20年度調査では、沖合200mの細砂域で確認されてい
る。
平成22年度調査では、測線SL-1の沖合600mの細砂域で確
認されている。

節足動物 コブシガニ マメコブシガニ － 一般保護生物 － ○ ○

経年的に確認されている。
平成18年度調査では、沖合100mの細砂域で確認されてい
る。
平成22年度調査では、SL-2の沖合100mの細砂域で確認さ
れている。

種子植物 アマモ アマモ 一般保護生物 普通 － ○
平成22年度調査では、SL-1の沖合390mの細砂域で確認さ
れている。

注1）重要種の根拠資料

　環境省RL 環境省（2006）環境省報道発表資料　鳥類、爬虫類、両生類及びその他無脊椎動物のレッドリストの見直しについて（平成18年12月22日）

環境省（2007）環境省報道発表資料　哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物I及び植物IIのレッドリストの見直しについて（平成19年8月3日）

　千葉県RL 千葉県（2006）千葉県レッドリスト動物編2006年改訂版

千葉県（2004）千葉県レッドリスト植物編2004年改訂版

　WWF　Japan Sciense Report （財）世界自然保護基金日本委員会（1996）WWF Japan サイエンス レポート 第3巻　特集：日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状

注2）平成20年度調査：　南行徳漁港の前面海域（沖合0m～600m）で確認されている種。

　（資料：環境影響評価に伴う調査業務委託報告書、平成21年3月、市川市・株式会社パスコ）

注3）平成18年度調査：　塩浜1丁目(広域)の前面海域（沖合0m～700m）で確認されている種。

　（資料：平成18年度三番瀬海生生物現況調査（底生生物及び海域環境）報告書、平成19年3月、千葉県・株式会社東京久栄）

種　名
事業対象範囲周辺における

生息・生育状況

既往調査資料

科　名分類群

重要種
注1）

事業対象範囲周辺の確認状況

WWF
Japan

Sciense
Report

千葉県RL環境省RL

事業対象範囲周辺の重要種確認状況 
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④ 水 鳥 

既往調査資料及び専門家へのヒヤリング結果による事業対象範囲周辺における水鳥の飛来状況を以下に

示す。三番瀬における主な水鳥としては、冬季に飛来するスズガモ等のカモ類や、春と秋の渡り期に飛来

する種が多いトウネン等のシギ・チドリ類、その他の種としてコアジサシやウミネコ等が挙げられる。こ

れらの水鳥の三番瀬における主な確認時期を下表に、分布状況の一例を右図に示す。 

 

三番瀬における主な水鳥の確認時期 

主 な 確 認 時 期 
主な水鳥 

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

カモ類等 スズガモ             

 ハジロカイツブリ             

 カンムリカイツブリ             

シギ・チドリ類 ミヤコドリ             

 シロチドリ             

 ミユビシギ             

 ダイゼン             

 ハマシギ             

 トウネン             

 メダイチドリ             

 キアシシギ             

 キョウジョシギ             

その他の種 コアジサシ             

 ウミネコ             

 ミサゴ             

 カワウ             

 オオバン             

以下の既往調査結果及びヒヤリング結果※より作成 

資料 1）三番瀬 自然環境の再生保全と地域住民に親しめる海の再生を目指して、平成 19 年 3 月、 千葉県総合

企画部 

資料 2）三番瀬における主な生物、千葉県環境生活部ホームページ 

資料 3）三番瀬探鳥会の観察記録、日本野鳥の会千葉県支部ホームページ 

資料 4）平成 15 年度三番瀬自然環境総合解析「三番瀬の現状」報告書、平成 16 年 2 月、千葉県 

※ヒヤリングは(財)日本野鳥の会 蓮尾氏(平成 20 年 9 月 29 日)、水鳥研究会 箕輪氏(平成 22 年 10 月 19 日)に実施 

 

確認時期、分布状況より、三番瀬における主な水鳥の利用状況を整理すると以下のようになる。 

カモ類 スズガモは冬鳥で 10 月上旬に飛来し 4 月前半まで東京湾に生息する。三番瀬海域での確認比率は高く、近年
は採餌場としてではなく、主として休息の場として利用することが多い。三番全域に分布する。 

シギ・ 
チドリ類 

シギ・チドリ類は、シロチドリやミヤコドリを除き、春と秋の渡り期に確認される。ふなばし三番瀬海浜公
園の干出域、養貝場の干出域、日の出前面の護岸付近で多く観察された。シギ・チドリ類はゴカイ類、貝類、
甲殻類を餌とし、干潟や砂浜などの干出した浅場を採餌場、休息場として利用している。 

その他の種 コアジサシは 6 月から 9 月初旬にかけて、ウミネコは 6 月～11 月下旬にかけて三番瀬海域で確認され、日の
出前面の干出域、ふなばし三番瀬海浜公園の干出域、養貝場の干出域で多く観察された。食性は小型の魚類
や甲殻類などであり、干潟や砂浜などの干出した浅場を採餌場、休息場として利用している。 

事業対象範囲周辺においては、事業対象範囲の西側に位置する養貝場では水鳥の利用がみられるが、事

業対象範囲の前面海域を利用する水鳥は少ないものと考えられる。 

また、ヒヤリング結果によると、事業対象範囲の前面海域の東側沖は、以前は干出する浅場が形成され

ミヤコドリやシギ・チドリ類の採餌がみられたが、近年では浅場はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

冬季におけるスズガモの密度分布(休息場所) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季におけるトウネンの密度分布(採餌場所) 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季におけるキョウジョシギの密度分布(採餌場所) 

出典：「三番瀬自然環境総合解析報告書 三番瀬の現状」（平成 16 年 1 月 三番瀬再生計画検討会議） 
「平成 19 年度三番瀬鳥類行動別個体数調査業務委託報告書」（平成 20 年 3 月 千葉県・株式会社ケー・シー・エス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハジロカイツブリの分布                  ウミネコの分布 

出典：「三番瀬自然環境データベース HP より」 

秋から春に確認 

 平成 14 年度調査 
 

密度は次式により求めた円の 

大きさ(直径)で表現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   0.785x=d 

 

x：密度(個体数/m2) 

d：直径(cm) 

1 羽/100m2 

 

0.5 羽/100m2 

 

0.1 羽/100m2 

 平成 19 年度調査 
 

密度は次式により求めた円の 

大きさ(直径)で表現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   0.785x=d 

 

x：密度(個体数/100m2) 

d：直径(cm) 

d≦0.1 の場合 

d=0.1 で表示 

2 

 

1 

 

0.5 

 平成 14 年度調査 
 

密度は次式により求めた円の 

大きさ(直径)で表現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 1以上の場合 x=10d-1 

上記以外の場合    x=d 

 

x：密度(個体数/100m2) 

d：直径(cm) 

1 羽/100m2 

 

0.5 羽/100m2 

 

0.1 羽/100m2 

 三番瀬における主な生物 

(三番瀬自然環境データベース) 

休息場として利用 

 

採餌場として利用 

 

休息場・採餌場のどちらと

しても利用 

 平成 19 年度調査 
 

密度は次式により求めた円の 

大きさ(直径)で表現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 1以上の場合 x=10d-1 

上記以外の場合   x=d 

x：密度(個体数/100m2) 

d：直径(cm) 

d≦0.1 の場合 

d=0.1 で表示 

2 

 

1 

 

0.5 

 三番瀬における主な生物 

(三番瀬自然環境データベース) 

休息場として利用 

 

採餌場として利用 

 

休息場・採餌場のどちらと

しても利用 

 平成 14 年度調査 
 

密度は次式により求めた円の 

大きさ(直径)で表現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 1以上の場合 x=10d-1 

上記以外の場合    x=d 

 

x：密度(個体数/100m2) 

d：直径(cm) 

1 羽/100m2 

 

0.5 羽/100m2 

 

0.1 羽/100m2 

 平成 19 年度調査 
 

密度は次式により求めた円の 

大きさ(直径)で表現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 1以上の場合 x=10d-1 

上記以外の場合   x=d 

x：密度(個体数/100m2) 

d：直径(cm) 

d≦0.1 の場合 

d=0.1 で表示 

2 

 

1 

 

0.5 
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5. 影響検討（中間報告） 

5.1 地形・底質 

護岸改修が対象海岸域に与える環境影響は、護岸改修に伴う生物の生育・生息地の消滅・縮小といっ

た直接的な影響の他に、改修後に周辺域の地形や流況等に変化が起こり結果として生物の生育・生息状

況に影響を与える間接的な影響が想定される。 

生物の生育・生息は海底地形や流況といった物理的基盤に依存する部分が大きいため、地形・底質に

ついては、護岸改修が対象海岸域の地形や流況に与える影響について、既往文献や既往事例により予測

を行うこととした。 

 

(1) 予測の手法 

一般的に護岸が前面の海底地形に与える影響としては、以下の 2 パターンが考えられる。 

 

1) 波が壁面に反射して、入射する波と重なり合って「重複波」となり、水底付近で土砂を移動させる

力が発生し、地形変化（洗掘、侵食又は堆積）を起こすことがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 傾斜堤に改修した場合、波が砕けて水が斜面を遡上する場合、斜面を遡上した流れが、「戻り流れ」

となって護岸先端部で地形変化（洗掘、侵食又は堆積）が発生することがある。 

（波のエネルギーが、波が斜面で砕けたり、空隙に吸収されたりして、流れとなる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記を踏まえて、地形、底質については、護岸構造の決定後、現況の直立護岸から傾斜式護岸への改修時に

おける、護岸前面の返し波（反射波）及び戻り流れに伴う地形変化について、既往の研究事例・文献を用い、予測

を行う。なお、護岸沿いの流れについては、波の反射率や流れに対する粗度（又は空隙）の変化に関する既往文

献を用いて定性的な予測を行う。 

 

5.2 水質（土砂による濁り） 

水質については、護岸改修による捨石の投入に際しての濁り(浮遊物質：SS)の発生が想定されるため予

測を行う。 

 

(1) 予測の手法 

予測は以下の手順で行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

護岸構造の決定後、投入される捨石の種類や施工方法を整理し、捨石の投入により発生する濁りの発

生予測を行う。 

重複波による地形変化（前面洗堀等）の可能性 

護岸天端 

進行する波 

壁面 
海底面 

壁面での波の反射 
（返し波） 

進行波と反射波が重なり合った

重複波 

底面で土砂を輸送する流れ 

地形変化(洗堀等) 

 戻り流れによる地形変化の可能性 

のり先前面で洗堀等 

戻り流れ 

護岸構造の決定 

施工方法の整理 

・捨石の種類 

・床堀の有無 

・防砂シートの有無 

・汚濁防止膜の設置   等 

濁りの発生の予測 

護岸構造の決定後、施工方法の整理結果

を踏まえて、必要に応じて原単位を用いた

SS の発生量予測と拡散方程式による SS

濃度予測を行う。 

環境保全措置の検討 
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5.3 海生生物 

海生生物については、護岸改修に伴う生物の生育・生息地の消滅・縮小といった直接的な影響と、改修後

に周辺域の地形や流況等に変化が起こり結果として生物の生育・生息状況に影響を与える間接的な影響に

ついて予測を行う。 

 

(1) 直接的な影響 

 

1) 直接的な影響を受ける範囲 

塩浜 1 丁目の護岸改修は、2 割勾配の傾斜堤への改修が予定されている。 

2 割勾配の傾斜堤に改修した場合の、のり先の位置（現況の護岸からの沖出し幅）は、約 13m となる。 

施工延長が約 600m であるため、直接改変域の約 7,800 ㎡（0.78ha）が護岸改修により直接的な影響を受け

る範囲となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 予測の方法 

直接的な影響に関する予測は以下の項目について行う。 

① 重要種 

現在の直立護岸を傾斜堤に改修した場合、直接的な改変により影響をうける範囲に生息・生育する重

要種について、周辺域及び三番瀬全域における生息・生育状況を踏まえて影響の予測検討を行う。 

以下に、現地調査で確認された重要種と、重要種の確認位置と直接改変範囲の関係を示す。 

なお、重要種は夏季調査のみ確認され、秋季調査では確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  直接改変域の平面及び横断方向の範囲 

直接改変域：約 600m×約 13m=約 7,800 ㎡（0.78ha）

 

0        100       200m 

 

0      100     200      300     400     500m 

塩浜 1 丁目 

直接改変域 

既設護岸法線 

既設護岸からの沖出し幅

（約 13m） 

事業対象範囲 L＝約 600m 

調査期間中の平均潮位 
(夏季と秋季の平均) 
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重要種確認状況 

直接改変域 
（約 13m） 

2 割勾配傾斜堤

-4
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アカニシ：490m

測線 SL-2 における重要種確認状況 

A
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.

（
ｍ
） 

離岸距離（m）

アカニシ：490m オオノガイ：600m
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図   直接改変区域と重要種の確認位置 
マメコブシガニ：100m
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